
(57)【要約】

【課題】　表示領域における最外周の画素が、中央部の

画素よりも短期間で劣化する虞が少ない有機ＥＬパネル

を提供する。

【解決手段】　有機ＥＬパネル１４は、積層体１６を基

板１５に形成したものである。積層体１６は、第一電極

１７と、絶縁層１８と、有機層２０と、第二電極２１と

を有する。第一電極１７は、ストライプ状に形成された

陽極部１７ａと、第二電極２１に電気的に接続される陰

極端子部１７ｂと、を有する。絶縁層１８は、表示領域

Ｓにて各々所定幅Ｗをあけてマトリクス状に形成された

複数の第一の開口部１８ａと、第一電極１７が形成され

ていない領域にて第一の開口部１８ａから前記所定幅Ｗ

をあけて形成された第二の開口部１８ｂと、を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 電 極 と 絶 縁 層 と 有 機 層 と 第 二 電 極 と を 有 す る 積 層 体 を 基 板 に 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル に お い て 、
　 前 記 絶 縁 層 は 、 表 示 領 域 に て 各 々 所 定 幅 を 開 け て マ ト リ ク ス 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 第 一
の 開 口 部 と 、 前 記 第 一 電 極 が 形 成 さ れ て い な い 領 域 に て 前 記 第 一 の 開 口 部 か ら 前 記 所 定 幅
を あ け て 形 成 さ れ た 第 二 の 開 口 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 電 極 は 、 ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ た 陽 極 部 と 、 前 記 第 二 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ
れ る 陰 極 端 子 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 層 は 、 前 記 陰 極 端 子 部 を 前 記 第 二 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ せ る た め の 第 三 の 開 口
部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 の 間 に 有 機 層 を 挟 持 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 含 む 積 層 体 を 基
板 上 に 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 基 板 上 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 種 々 提 案 さ れ て お り 、 例
え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ 上 に 積 層 体 ３ を 形
成 し た も の で あ り 、 こ の 積 層 体 ３ は 、 第 一 電 極 ４ ， 絶 縁 層 ５ ， 有 機 層 ６ ， 第 二 電 極 ７ を 有
す る （ 図 ８ 及 び 図 ９ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ８ ２ ６ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 一 電 極 ４ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium
Tin Oxide） か ら な る も の で あ り 、 縦 方 向 の ス ト ラ イ プ 状 の 陽 極 部 ４ ａ と 、 第 二 電 極 ７ に
電 気 的 に 接 続 さ れ る 陰 極 端 子 部 ４ ｂ と を 有 し て い る 。 絶 縁 層 ５ に は 、 マ ト リ ク ス 状 に 設 け
ら れ る 画 素 に 対 応 し た 開 口 部 ５ ａ と 、 陰 極 端 子 部 ４ ｂ と 第 二 電 極 ７ を 導 通 さ せ る コ ン タ ク
ト ホ ー ル ５ ｃ と が 形 成 さ れ て い る 。 絶 縁 層 ５ は 、 有 機 層 ６ よ り も 広 い 領 域 に 形 成 さ れ て い
る 。 有 機 層 ６ は 、 蒸 着 等 の 方 法 に よ っ て 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電 子 輸 送 層 及
び 電 子 注 入 層 を 順 次 形 成 し た も の で あ る 。 第 二 電 極 ７ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る も
の で あ り 、 横 方 向 の ス ト ラ イ プ 状 に な っ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 表 示 領 域 Ｓ に は 、 画
素 Ｐ が マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ て お り 、 図 示 し な い 駆 動 回 路 に よ っ て 画 素 Ｐ を 各 々 オ ン ／
オ フ さ せ 、 所 望 の 文 字 や 図 形 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 表 示 領 域 Ｓ に お け る 最 外 周 の 画 素 Ｐ １ は 、 中 央 部 の 画 素 Ｐ ２ よ り も 短 期
間 で 劣 化 す る と い う 問 題 を 有 し て い た 。 こ の 問 題 は 、 最 外 周 の 画 素 Ｐ １ で は 、 有 機 層 ６ が
、 絶 縁 層 ５ か ら 発 せ ら れ る 有 機 ガ ス （ 以 下 、 ア ウ ト ガ ス と 記 す ） の 影 響 を 受 け や す い た め
に 生 じ る と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 絶 縁 層 ５ の 開 口 部 ５ ａ は 一 定 間 隔 で 設 け ら れ て お り 、 中
央 部 の 画 素 Ｐ ２ は 、 所 定 幅 Ｗ １ の 絶 縁 層 ５ に 囲 ま れ て い る が 、 最 外 周 の 画 素 Ｐ １ で は 、 絶
縁 層 ５ の 外 縁 ま で の 幅 Ｗ ２ が 前 記 所 定 幅 Ｗ １ よ り も 大 き く な る た め 、 絶 縁 層 ５ か ら 発 せ ら
れ る ア ウ ト ガ ス の 影 響 を 受 け や す い 。
　 本 発 明 は 、 表 示 領 域 に お け る 最 外 周 の 画 素 が 、 中 央 部 の 画 素 よ り も 短 期 間 で 劣 化 す る 虞
が 少 な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 第 一 電 極 １ ７ と 絶 縁
層 １ ８ と 有 機 層 ２ ０ と 第 二 電 極 ２ １ と を 有 す る 積 層 体 １ ６ を 基 板 １ ５ に 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル １ ４ に お い て 、 前 記 絶 縁 層 １ ８ は 、 表 示 領 域 Ｓ に て 各 々 所 定 幅 Ｗ を あ け て マ ト リ ク
ス 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 第 一 の 開 口 部 １ ８ ａ と 、 前 記 第 一 電 極 １ ７ が 形 成 さ れ て い な い 領
域 に て 前 記 第 一 の 開 口 部 １ ８ ａ か ら 前 記 所 定 幅 Ｗ を あ け て 形 成 さ れ た 第 二 の 開 口 部 １ ８ ｂ
と 、 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 第 一 電 極 １ ７ は 、 ス ト ラ イ プ 状 に 形
成 さ れ た 陽 極 部 １ ７ ａ と 、 前 記 第 二 電 極 ２ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 陰 極 端 子 部 １ ７ ｂ と 、
を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 絶 縁 層 １ ８ ， ２ ８ ， ３ ８ は 、 前 記 陰
極 端 子 部 １ ７ ｂ を 前 記 第 二 電 極 ２ １ に 電 気 的 に 接 続 さ せ る た め の 第 三 の 開 口 部 １ ８ ｃ ， ２
８ ｃ ， ３ ８ ｃ を 有 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 二 の 開 口 部 を 設 け て 、 各 画 素 に お け る 周 囲 の 絶 縁 層 の 幅 を 等 し く し た こ と に よ っ て 、
最 外 周 の 画 素 が 、 中 央 部 の 画 素 よ り も 短 期 間 で 劣 化 す る 虞 が 少 な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ 乃 至 図 ５ は 第 一 実 施
形 態 を 示 す も の で あ る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ４ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ５ 上 に 積 層 体 １ ６ を 形 成 し た も の で あ る 。 積 層 体
１ ６ は 、 第 一 電 極 １ ７ ， 絶 縁 層 １ ８ ， リ ブ 部 １ ９ ， 有 機 層 ２ ０ ， 第 二 電 極 ２ １ を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 一 電 極 １ ７ は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ In２ O３ ） と 酸 化 ス ズ （ SnO２ ） の 混 合 物 で あ る Ｉ Ｔ
Ｏ （ Indium
Tin Oxide） か ら な る も の で あ り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 或 い は 蒸 着 等 の 手 段 に よ っ て 、 ガ ラ ス
基 板 １ ５ に 形 成 さ れ て い る 。 第 一 電 極 １ ７ は 、 一 定 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 縦 方 向 の ス ト
ラ イ プ 状 の 陽 極 部 １ ７ ａ と 、 第 二 電 極 ２ １ に 導 通 さ れ る 陰 極 端 子 部 １ ７ ｂ と を 有 し て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 絶 縁 層 １ ８ は 、 ポ リ イ ミ ド 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て パ タ ー ニ ン グ さ れ て い る 。 絶 縁 層 １ ８ は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画
素 Ｐ に 対 応 す る 開 口 部 １ ８ ａ （ 第 一 の 開 口 部 ） と 、 表 示 領 域 Ｓ 外 に 形 成 さ れ た ダ ミ ー 開 口
部 １ ８ ｂ （ 第 二 の 開 口 部 ） と 、 陰 極 端 子 部 １ ７ ｂ と 第 二 電 極 ２ １ を 電 気 的 に 接 続 さ せ る コ
ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ ｃ （ 第 三 の 開 口 部 ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ブ 部 １ ９ は 、 フ ェ ノ ー ル 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 絶 縁 層 １ ８ 上 に 形 成 さ れ て お り 、 逆 テ
ー パ 形 状 に な っ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 陽 極 部 １ ７ ａ と 直 交 す る 方 向 に 平 行 線 状 に 設 け ら
れ て お り 、 こ の リ ブ 部 １ ９ に よ っ て 有 機 層 ２ ０ 及 び 第 二 電 極 ２ １ を ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 有 機 層 ２ ０ は 、 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸 送 層 ２ ０ ｂ ， 発 光 層 ２ ０ ｃ 及 び 電 子 輸 送 層 ２
０ ｄ か ら な る も の で あ り 、 白 色 発 光 す る も の で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 な お 、 有 機 層 ２ ０ は 、
少 な く と も 発 光 層 ２ ０ ｃ が あ れ ば 良 い が 、 本 実 施 形 態 の よ う に 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸
送 層 ２ ０ ｂ 及 び 電 子 輸 送 層 ２ ０ ｄ を 設 け る こ と に よ り 、 発 光 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 第 二 電 極 ２ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る も の で あ り 、 リ ブ 部 １ ９ に よ っ て 、 第
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一 電 極 １ ７ の 陽 極 部 １ ７ ａ に 直 交 す る 方 向 の ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ に 基 づ い て 、 絶 縁 層 １ ８ に つ い て 更 に 詳 述 す る 。 絶 縁 層 １ ８ の 開 口 部 １ ８ ａ
は 、 表 示 領 域 Ｓ 内 に お い て 、 各 々 所 定 幅 Ｗ を あ け て 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 隣 設 す る 開
口 部 １ ８ ａ と 開 口 部 １ ８ ａ と の 間 隔 は 、 所 定 幅 Ｗ と な っ て い る 。 絶 縁 層 １ ８ の ダ ミ ー 開 口
部 １ ８ ｂ は 、 隣 設 さ れ た 開 口 部 １ ８ ａ か ら 前 記 所 定 幅 Ｗ を あ け て 、 表 示 領 域 Ｓ 外 に 形 成 さ
れ て い る 。 ダ ミ ー 開 口 部 １ ８ ｂ は 、 表 示 領 域 Ｓ の 左 右 に 設 け ら れ て お り 、 ダ ミ ー 開 口 部 １
８ ｂ に お い て は 、 第 一 電 極 １ ７ は 形 成 さ れ て お ら ず 、 第 二 電 極 ２ １ が ガ ラ ス 基 板 １ ５ に 当
接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 如 く 、 ダ ミ ー 開 口 部 １ ８ ｂ を 設 け た こ と に よ り 、 各 画 素 Ｐ に お け る 左 右 の
絶 縁 層 １ ８ の 幅 が 等 し く な り 、 最 外 周 の 画 素 Ｐ が 、 中 央 部 の 画 素 Ｐ よ り も 短 期 間 で 劣 化 す
る 虞 が 少 な い 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ４ は リ ブ 部 １ ９ を 有 す る た め 、 ダ ミ ー 開 口 部 １ ８
ｂ は 表 示 領 域 Ｓ の 左 右 の み に 設 け ら れ て い る が 、 リ ブ 部 １ ９ が な い 場 合 に は 、 図 ６ に 示 す
第 二 実 施 形 態 の よ う に 、 表 示 領 域 Ｓ の 左 右 だ け で な く 、 表 示 領 域 Ｓ の 上 下 に も ダ ミ ー 開 口
部 １ ８ ｂ を 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 図 ７ に 示 す 第 三 実 施 形 態 の よ う に 、 ダ ミ ー 開 口 部 １ ８
ｂ を 切 込 み 形 状 と し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 有 機 層 の 拡 大 正 面 図 。
【 図 ５ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 例 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ９ 】 同 上 従 来 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 上 従 来 例 を 示 す 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ ４ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 １ ５ 　 　 基 板
　 １ ６ 　 　 積 層 体
　 １ ７ 　 　 第 一 電 極
　 １ ７ ａ 　 陽 極 部
　 １ ７ ｂ 　 陰 極 端 子 部
　 １ ８ 　 　 絶 縁 層
　 １ ８ ａ 　 開 口 部 （ 第 一 の 開 口 部 ）
　 １ ８ ｂ 　 ダ ミ ー 開 口 部 （ 第 二 の 開 口 部 ）
　 １ ８ ｃ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル （ 第 三 の 開 口 部 ）
　 ２ ０ 　 　 有 機 層
　 ２ １ 　 　 第 二 電 極
　 　 Ｓ 　 　 表 示 領 域
　 　 Ｗ 　 　 所 定 幅
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(5) JP 2007-194062 A 2007.8.2



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(6) JP 2007-194062 A 2007.8.2



专利名称(译) 有机EL面板

公开(公告)号 JP2007194062A 公开(公告)日 2007-08-02

申请号 JP2006010778 申请日 2006-01-19

[标]申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

[标]发明人 片桐哲也

发明人 片桐 哲也

IPC分类号 H05B33/22 H05B33/12 H01L51/50 H05B33/06

FI分类号 H05B33/22.Z H05B33/12.B H05B33/14.A H05B33/06 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB11 3K007/AB12 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/FA02 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107
/CC21 3K107/CC33 3K107/DD38 3K107/DD91 3K107/EE02

其他公开文献 JP4789063B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种有机EL面板，在该有机EL面板中，显示区域中最
外周的像素比中央部分的像素在较短的时间内劣化的可能性小。 解决方
案：有机EL面板14具有在基板15上形成的层压板16。 层叠体16包括第
一电极17，绝缘层18，有机层20和第二电极21。 第一电极17具有形成
为带状的阳极部17a和与第二电极21电连接的阴极端子部17b。 绝缘层
18具有在显示区域S中以预定宽度W形成为矩阵状的多个第一开口18a，
在未形成第一电极17的区域中具有第一开口。 第二开口18b通过从18a开
口预定宽度W而形成。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c63f12b5-f920-45e5-9e30-23e05870d801
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038449593/publication/JP2007194062A?q=JP2007194062A

